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柏  船橋  津田沼 と ロングラン宣伝 
１１月９日、 柏駅、船橋駅、津田沼駅のＪＲ３駅頭で JALの不当解雇撤回を求めるロングラン宣伝が行われ

ました。この行動には千葉県下から約１５8名の方が参加。マイク宣伝に合わせ２,３４０枚のチラシを配布すると

ともに、署名への協力を訴えました。「醜い解雇だねー! 頑張ってください！」等の声が寄せられ、７９筆の署名

を頂きました。 

 
 

柏：うたごえのコーラスでスタート 
柏駅頭では、客乗原告の桑原さ

ん、千葉労連本原事務局長、国労

上野支部の野佐根委員長、反失業

共闘会議小柳議長、乗員原告谷口

さんがマイクを手にＪＡＬ不当解雇撤

回闘争への理解と支援を訴え、署

名への協力を呼びかけました。 

千葉労連の本原さんは、「日本航

空は、人員削減目標を達成していたにも拘わらず、また経

営状況から見て必要がなかったにも関

わらず解雇した」「ＩＢＭのロックアウト解

雇など不当な解雇が横行している」「日

航もＩＢＭも、組合役員などを狙い撃ちに

した組合つぶしの違法・不当な解雇」と

指摘。国労の野佐根さんはＪＲ北海道の

一連の事故等を上げ「分割民営化の中

で国労などの組合員を排除した」「ベテランを追い出した結

果、安全が脅かされている」と指摘し、不当解雇撤回に向け

ともに闘うと決意を表明しました。 

 

船橋：ＪＡＬの解雇は他人事でない！ 
トップを切ってマイクを手にしたのは、ＪＡＬ不当解雇撤回

弁護団の中丸弁護士。「パワハラ、

セクハラ、雇止め、そして今安倍内

閣の下で雇用破壊の労働法制の改

悪が進められようとしている」「ＪＡＬ

の１６５名の解雇事件は雇用破壊の

典型」「いまブラック企業が社会問

題になっている」「ＪＡＬの解雇は他
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【写真】千葉のうたごえのみなさんのコーラスで宣伝行動が

スタート（柏駅にて） 

マイクを手に訴える

中丸弁護士 
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人ごとではない」と述べ、闘いへの支援

を訴えました。 
また、市原地区労協の大田事務局長

は「働く人の権利が守れること。働きやす

い環境を作るこ

と」が企業の利

益や社会への

貢献につながる」「労働者の使い捨

ては許されないと強調。 

乗員原告の小宮さんは「会社は

人員削減目標を達成していたら解

雇はできない。だから、それを隠した」

と会社の卑劣さを告発しました。 

このほか船橋駅では、千葉争議団

の米本さん、客乗原告の依田さんと轟

さん乗員原告の小宮さんが、訴えをし

ました。 

 

津田沼 解雇の本質は組合つぶし！ 
国公の林さんは「ＪＡＬの解雇事件の本質は一言でい

えば安全についてものをいう組

合つぶしである」と指摘し、安全

の確保と解雇撤回の必要性を強

調しました。また、国労千葉安田

副委員長も、

「安全とサ

ービス向上のために、おかしいことは

おかしいとはっきりとものを言ってきた

労働者を廃除した」のが１６５名の解雇

であると指摘しました。 

航空連成田地連宮内さんは「日航

の経営破たんの原因は放漫経営、労働者に責任はない」

「安全軽視の分裂差別の労務政策

が横行し、日航は事故を繰り返して

きた」「こうした中で安全に力をつく

してきたのが、労働組合であり、現

場で働いてきた労働者である」「そ

の先頭に立ってきた労働者を排除

するようでは、安全は保たれないと」

と指摘し、支援を訴えました。 

原告からは客乗原告の榊原さん、

乗員の清田さんが訴えを行いまし

た。 

清田さんは「雇用破壊が進む下

で、絶対に負けられない闘い」「不当解雇は必ず撤回させ

る」「勝つまで闘います」と決意を表明するとともに、「今まで

にも増して大きなご支援を」と訴えました。 

 

疑問に答え、署名もいただきました 
宣伝行動は各駅頭とも多くの人の関心を呼びました。立

ち止まって聞きいてくれる人、「今の日航はどうなっている

の」「新人採用をしていながら、何で解雇した人を戻さない

の」と、ビラを

撒く原告など

に質問をし、

そして原告の

説明にうなず

き、署名に応

じてくれるな

ど、原告も励まされる宣伝行動でした。 

宣伝行動のフィナーレは、千葉うたごえの皆さんを中心

に参加者全員が集合して「あの空へ帰ろう」を合唱。全員の

うたごえを通して、解雇撤回闘争への支援を呼びかけまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県国公の林委

員長 

航空連成田地連
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客乗原告の轟さん 

市原地区労協

の大田さん 

千葉県争議団の米本

さん 

【写真】宣伝行動のフィナーレ！ 参加者全員で♪あの空へ帰ろう～♪の大合唱。 

 

写真上：国労千葉

の安田副委員長。

下：乗員原告の清

田さん 


